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しが 県博協だより
2023.6

第35号 滋賀県博物館協議会
　しが県博協だより第35号は、昨年、県博協創立40周年記念事業として行った鼎談について、また、
昨年度開催した研修事業「かわる・かかわるミュージアム　地域と多様性」（情報交換会）を掲載い
たします。

　滋賀県博物館協議会記念事業委員会では、県内博
物館誕生黎明期からご活躍いただいております、
木村至宏先生・石丸正運先生をＭＩＨＯ ＭＵＳＥ
ＵＭにお迎えして、協議会設立40周年記念 鼎談「滋
賀県博物館協議会の過去・現在・未来を語る」（令
和4年8月5日）を開催しました。
　木村先生は大津市史編さん事業を始め、県内の
市・町・村史編さん事業の顧問等を多くされ、ま
た大津市歴史博物館の開館も手掛けられた文化史
学者です。
　一方、石丸先生は滋賀県立琵琶湖文化館・近代
美術館・彦根城博物館等で館長を務められ、幾多
の美術展覧会を開催された美術史家です。
　このお二人と本会会長をまじえ、県博協の「過去・
現在・未来」を鼎談していただき収録できたこと
は、県博協としての大切な記録財産であります。
会員等を含め多くの方と共有できる喜びを実感し
ております。
    （記念事業委員・高島歴史民俗資料館　白井忠雄）

鼎談の内容は、動画等でご覧いただけます。

　滋賀県博物館協議会ホームページ
内のリンクバナーから、また、サン
ライズ出版株式会社のホームページ
からは、情報誌Duet143号の特集記
事として読む事ができます。

情報交換会
　「かわる・かかわるミュージアム
	 	 	 	 地域と多様性」

講師 保坂健二朗氏
 （滋賀県立美術館ディレクター）
日時 令和4年（2022年）10月13日(木)
 13：30～ 16：30
会場 滋賀県立美術館
参加 28名（うち事務局2人、研修委員7名）

記念鼎談のようす
　　　　（撮影：辻村耕司氏　画像提供：サンライズ出版）

左から八杉淳会長、木村至宏氏、石丸正運氏
　（令和4年8月5日、MIHO MUSEUM 南館レクチャーホールにて）

滋賀県博物館協議会創立40周年
記念事業「鼎談」について

令和４年度 研修事業実施報告

Duet 143号

動画へ



−２−

開催趣旨
　今年度の研修事業は、コロナ禍が収束しきれてい
ない状況を踏まえ、館内見学会と情報交換会を融
合させた研修を１回開催することとし、令和３年
(2021年) ６月に、館名を「滋賀県立近代美術館」
から改めてリニューアルオープンした「滋賀県立美
術館」で開催した。同館は令和３年１月１日に就任
されたディレクター (館長)の保坂氏のもと、新たな
博物館・美術館のミッションを掲げ、館内にさまざ
まな工夫を施した改修を行うとともに、新たな事業
を展開している。今回の研修は、このような県立美
術館の取り組みを伺った上で館内を見学し、会員各
館の運営に活かせるヒントを得るとともに、これか
ら目指すべき博物館・美術館の方向性について意見
を交わす場とした。

講演概要（保坂健二朗氏）
　滋賀県立近代美術館は昭和59年（1984年）に開
館し、初代館長は上原恵美氏。自分が13代目とな
る。平成27年（2015年）３月にプロポーザルで
SANAAが新生美術館（仮称）の設計者に選ばれ基
本設計ついで実施設計に着手。平成29年（2017年）
４月からは改修・増築工事のため休館したが、同年
８月に施工会社を決める入札が不落となる。その後
も調整に努力したが、翌年８月に「すべてを包含し
た新生美術館プロジェクト」を一旦立ち止まらせる
ことを発表。その後の方向性を対外的に広く周知し
ないまま展示室とウェルカムゾーンの改修を進め、
令和３年６月27日にリニューアルオープンした。
自分が館長に就任して以後、県がこれまでのプロセ
スをきちんと説明していないことを痛感したことも
あり、わかりやすいコンセプトを掲げることを考え
た。それが、後述する「リビングルームとしての美
術館」となる。また、リニューアルに掲げた「かわる・
かかわるミュージアム」というコンセプトは、エン
トランス改修に関わった会社の示した考え方で、こ
れからはミュージアムも「かわる・かかわる」よう
になるので、来館者もまた変わり、関わって欲しい、
との思いが込められている。開館後、11月10日に
は、全国で41番目の文化観光拠点施設として文化
庁に認定された。
　館のミッションは「CALL」、すなわちCreation
（ 創 造 ）・Ask（ 呼 び か け ）・Local（ 地 域 ）・
Learning（学び）の四本柱で、意図的に「アート
（Art）」の言葉を使わなかった。美術館が「敷居
が高い」と思われる原因と考えたためで、アートに
なる以前の創造の現場まで下りていくという意味を
込めている。このミッションに基づいて力を入れて
いるプロジェクトが、①滋賀の多様な美を発信する
プラットフォーム機能を担う、②大学や企業をはじ
めとする各機関との連携を促進する、③文化観光拠
点を担う、である。

　具体的な取り組みとしては、３つのテーマが挙げ
られる。
　最初のテーマが、「公園の中のリビングルーム」
である。より多くの幅広い人々に来館してもらうた
めには、「展覧会を見に行く」ではなく、「美術館に
行く」という気持ちを持ってもらうことが必要。
周辺の公園を散策しながら、ふと立ち寄り寛いでも
らえるリビングルーム的空間にする。公園の公共性
の延長線上に位置づける感覚。そのために、人それ
ぞれの好みに対応するさまざまなデザインの椅子を
置き、エントランス部分の飲食持ち込みも可能とす
る。カフェ＆ショップの事業者が借りるスペースは
最小限にしている。これは専有面積を減らすことで
賃料を下げる点で、事業者にもメリットがある。美
術館内の飲食についてはIPMの観点では忌避され
るが、館内の分棟構造を逆に利用して可能な場所と
そうでない場所を区切った。かつてレストランで
あった２階のスペースは、上がるのが億劫と人が来
なくなった。人が来づらい場所なら逆に騒いでも問
題ないという考えから、キッズスペースに改良し
た。元厨房のエリアは水道などが通っていたので、
ミルクを作ったりおむつを替えたりできるようにし
ている。
　このように足を向けやすくした上で、どうしたら
展覧会を見ようと思ってもらえるのかを考えた。収
蔵品（コレクション）展が無料化できればと思案し
たが、入場料金に関する県の条例があり、その改正
は、県立他館にも影響するため難しい。そこで考え
ついたのが、計画中だった、美術館に対するサポー
ター（寄附金）制度の活用であった。企業から寄附
金を募り、それで相殺できる日数を無料化するとい
う仕組みを考えた。県内の企業に呼びかけたところ
「木の家専門店　谷口工務店」の賛同を得られ、毎
週日曜日を収蔵品展無料にできている（フリーサン
デー）。一度でも博物館に来てもらえれば、また来
ようと思ってもらえる。実際に日曜日の入場者数は
３～４倍に増えた。寄附した企業への特典は、企業
研修で美術館を利用できること（講義や対話型鑑賞
等）、企業の作品購入の際に簡単なアドバイスを受

講演する保坂氏



けられること、美術館のスペース（ギャラリー等）
を展示その他に利用出来ること、などがある。今後
の課題は、新たなサポーターの獲得、運用スタッフ
の確保、別の持続的関係の構築などである。
　第２のテーマは、「アートの相対化」。県立美術館
では平成28年（2016年）からアール・ブリュット
の作品収集をし、現在158点を収蔵している。その
主な作り手は、精神疾患患者・知的障がい者・占い
師・霊媒師・降霊術者・独居老人などで、作品は美
術史で評価することが難しい。しかし自分はむし
ろ、評価が定まっていないものを調査し評価するこ
とも美術館の行うべき行為と考えるので、県美では
アール・ブリュットを積極的に見せるべきである。
　第３のテーマは、「地域や外部機関との連携」で
ある。県の施設として、「美の魅力発信プラン」のネッ
トワークを今年度から動かしていく。また、入口右
手奥の「ラボ」のスペースは、企業や大学を含む外
部機関との連携の場と考えている。あえて年間のス
ケジュールを定めず、提案があればさまざまな文化
資源を紹介する場にしたい。現在、経費は利用者持
ちだが、館も定期的に経費負担を検討する方向であ
る。地域や外部機関との連携の事例として、石川県
小松と富山県高岡と福井県越前で行われた工芸と現
代アートの展示企画「GO FOR KOGEI」が参考
になる。小松と高岡を平日に訪れたが、文化財を持
つ寺社を会場として、現代作家計17人の作品を展
示。3会場共通パスポート2,000円で、現地のサイ
ンにはほとんどお金をかけず、各会場３人程度のス
タッフで動かしていた。滋賀県も、美術館・博物館
と寺社が協働すれば、同種のイベントが開催できる
のではないか、とのことであった。
　講演後、質疑応答の時間が取られた。
　「ラボ」の利用については、主催はあくまで美術
館とのことだが、展示希望者の位置づけや内容のす
り合わせの方法はどうなのか、との質問に対して
は、共催の形となり、内容に問題がないかを検討し
ながら相談していくということである。
　「リビングルーム」の発想は面白いが、そのこと
の広報ツールはあるのか、との質問に対しては、課
題が多いという。公園利用者が立ち寄った時に気づ
いてもらえるのを期待しているとのことだが、利用
者に訴える公園内の看板設置も進んでいないとのこ
とである。

館内見学（山口真有香氏）
　建物は、最終的に増築はせず、部分的な施設改修
を行った。
　エントランスは、以前あった生け垣を撤去して奥
まで見通せるようにした結果、開放的な雰囲気に
なった。外から覗いて興味を持って入っていただき
やすいことを意識した。飲食も可能だが、ＩＰＭの
観点からゴミ箱は特定の場所に限定し、歩行虫観察
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用のトラップも増やした。ショップ運営と清掃、受
付・監視はそれぞれ別業者に委託している。館内い
ろいろな場所にワゴンを配置し、チラシやポスター
を置いているが、その補充はショップの委託業者が
担当している。中庭に面するガラスに、サポーター
名が掲示されていた。

　展示室で改修した部分は、照明（ＬＥＤ化）・天
井・床と壁面クロス。以前の壁面ケースは反射がき
つかったが、ガラスの表裏に低反射フィルムを貼る
と、軽減された。ただ、フィルムは汚れに弱く、細
かい傷がつきやすい。またフィルム表面に汚れがつ
くと取れにくくなるので、注意が必要となる。ＬＥ
Ｄ照明は同じ照度でも明るく見え、微調整が可能な
点はよいが、逆に最後の調整につい時間をかけてし
まう。ケース壁面のクロスは、部屋により日本美術
仕様・現代美術仕様などと使い分けた。企画展示を
行う展示室３は、床をカーペットからフローリング
に替えた。以前床のコンセントが少なく困っていた
部屋は、改修の機会に数を増やした。
　外部連携の場であるラボは、以前は図録・書籍な
どを置くレファレンスルームだった。今は展示など
多目的の使用が可能で、置いてある台などは使用可
だが、展示ケースなどはなく、監視員も置いていな
い。販売を行いたい場合は、ここではなくロビーの
貸しスペースで行ってもらえるようになっている。
　２階のキッズスペースは、コロナでしばらく閉め
ていた。基本的に大人だけの利用は不可。不審者対
策としては、監視員に定期的に見回ってもらってい
る。

情報交換会
　県立美術館の山口氏を中心に、講演と館内見学を
踏まえて、これからの博物館・美術館が目指す姿に
ついて、意見が交わされた。
　山口氏は、休館中、リニューアルにかけられた時
間は少なかったものの、新館長のもと多くの方に気
軽に来てもらえるよう努めてきた。以前は優雅な雰
囲気の大人向けの館だったが、開館後は家族連れの

「ラボ」の前で説明する山口氏
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方が増えたと実感している。今では、展示が変わる
たびに子供向けのワークシートを教育普及の担当者
が作って置いており、お子さんに好評という。安土
城考古博物館の髙木は、自館での子供向けのキャラ
クターを用いた解説パネルの例を出し、子供向けと
いいながら大人もそれで楽しんでいると紹介した。
琵琶湖博物館の亀田氏は、公園の中にある立ち寄り
スポットとしての県美と、目的地となる琵琶博の立
地の違いを実感するとし、現在開催中の蝶展を紹介
された。展示の中で「推し蝶」ランキングを行い、フェ
イスブックなどでＰＲを工夫しているという。これ
を受けて山口氏は、自然科学の展示と比較して、美
術はどうしても子供にワイワイと楽しんでもらいに
くいので、逆に琵琶博がうらやましいと応答。子
供は「こういう美術作品が好きだろう」とねらって
準備をすると外れることもあると、対応の難しさを
語られた。甲賀市の駒井氏は、甲南ふれあいの館で
子供向けの取り組みをしているものの、利用してい
る民具で収蔵庫がいっぱいになる状況であること。
ケーブルテレビで紹介された「昔のくらし」のコー
ナーを見た子供が来館したり、小学校の先生が授業
で活用しているなどと、民俗資料の活用例を話され
た。県立美術館同様に利用年齢層が高いとする彦根
城博物館の堀部氏は、今年から子供向けのクイズラ
リーを始めた例を紹介。展示室を回りながら問題を
解くもので、景品シールを渡しているが、アンケー
トの結果も良好とのこと。静かな雰囲気の館なので
子供が走り回ることを危惧していたが、一生懸命解
いているので、あまり問題にはなっていないそうで
ある。
　軽食も取れるように変更したミュージアムショッ
プについて、山口氏は、以前のレストランを懐かし
む声もあったが、結局は今の形になった。イベント
等でお酒を扱う案も出たが、作品に事故があっては
ならないので止めたとのこと。彦根城博物館の髙木
氏は、改修でショップが魅力的になったと評価。運
営形態や商品のセレクト方法を質問した。回答は、
民間の１社に、ロビー周辺の管理（ポスター・チラ
シ配架、飲食ゴミの回収等）を一括で委託してお

り、セレクトも業者で行うが、館として扱って欲し
いもの（小倉遊亀や志村ふくみ等）は希望を伝えて
いるという。オリジナルグッズは収益を出すのが難
しいため、再開館後はほとんど出せていないこと、
展覧会ごとの関連グッズも業者がセレクトしている
こと、図録は館から委託して販売してもらっている
ことなどが説明された。
　各館の参加者は、立地やテーマ・展示品の傾向・
来館者層などさまざまであるが、それぞれの立場で
考え取り組んでいること、悩んでいることなどの意
見が交わされた。自館では不利と思っている条件
が、逆に他館ではうらやむべき状況と受け止められ
ているなど、一筋縄ではいかない博物館のあり方
を、改めて考えさせられる会となった。
（研修委員・滋賀県立安土城考古博物館　髙木 叙子）
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【編集後記】
　滋賀県博物館協議会は昨年40周年の節目の年を
迎え、記念事業としてその歩みを振り返る鼎談が行
われました。戦後から現在までを振りかえり総括す
る良い機会となり、ひとつの区切りと感じました。
　令和に入り琵琶湖博物館、滋賀県立美術館のリ
ニューアルが行われ、新しい琵琶湖文化館の計画が
進む中、博物館法が改正され、美術館・博物館に課
せられる役割もアップデートされています。県博協
としては、こうした新しい動向や情報の内部への広
報が、ますます重要となって来るように思います。
　本年は2020年春から始まったコロナ禍にもよう
やく終わりが見え始めました。次の45周年、50周
年を見据え、加盟館が一丸となって進めるお手伝い
ができればと思います。
　(広報委員・ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ　桑原 康郎)

情報交換会のようす
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